
　山形県出身。「小田

原エリアは、都会の便

利さ、田舎ののどかさ両方の良さを味わえるとこ

ろが好きです」と話す入社８年目の30歳。

　趣味はドライブ、買い物、スポーツ観戦、録画

したジブリ映画を観る事など。近況を尋ねると、

「任される仕事も多く、忙しい日々 ですが、コツコ

ツ頑張ります。今年行けなかった野球観戦に

来年は行きたいです」と話してくれました。

広い座敷があり、家族連

れ・団体に人気のアットホームな

お店です。季節に合ったお料理を提

供しており、どなたにも満足いただける

ようなメニューとなっています。団体には

送迎も行っています。

小田原営業所

加藤 彰史

プロティおすすめ

地元ぐるめ

和食レストラン
志津加

Shop Info
秦野市平沢826　
 営 平日11時～15時（L.O14時半）
　　　 17時～21時半（L.O21時）
土日祝日11時～21時半（L.O21時）

災害大国である日本。災害に
備えたマネープランにはどんな
ものがありますか？

★コンロカフェ通信持参で

　ソフトドリンク1杯サービス、1枚につき6名まで1回限り　
★平成30年1月末まで

特典

 休 毎月第3火曜日
ＴＥＬ０４６３－８２－２３１９

　１０月の２週連続の台風による記録的な大雨被

害は記憶に新しいところ。災害に備えたマネープラン

は大切です。

■緊急予備資金
　生活費の中から作る「緊急予備資金」の目安としては、

月の生活費の３ヶ月～６ヶ月分は現金で持っておきたいとこ

ろです。生活費が月２０万円なら、６０万円～１２０万円くら

いになります。避難期間の生活諸費に加え、 生活を立て

直すために、最低限必要な資金です。

■保険金の請求
　加入している生命保険や損害保険から支払いを受け

られる場合があります。地震や津波などが免責になるケー

スがある一方、災害時死亡・障害特約で給付が上乗せ

されるケースもあります。この機会に契約内容を確認してお

きましょう。

　地震保険は火災保険に付帯して契約するもので、 地

震・噴火・津波など自然災

害を広くカバーしています。ただし保険料が割高で、 保険

金額は火災保険の３０% ～５０%です。

■各種支援制度
　災害後に各種支援制度を受けるためには「り災証明書」

の取得が必要です。家屋や家財などの損害の程度を証

明するために損害箇所を撮影しておくことが重要です。

　被災後の生活再建を支援する制度として、 国の生活福

祉資金貸与制度、災害弔慰金・見舞金・税金や保険

料の減免措置、 住宅金融支援機構の災害復興住宅融

資などがあります。各自治体でも、義援金、被災救助金、被

災住民向け買い物支援事業、住宅の一時提供

など、さまざまな支援制度があります。

うなぎまぶし
3,060円（税込）
国産うなぎ使用

おすすめランチ
1,080円（税込）

ランチで一番人気の
メニューです


